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【灯
あ

かりのいえなみ協 定
きょうてい

】 

  防犯やまちなみの演出などの観点から、道路に面した住宅の居住者や自治会単位で、

夜間に門灯や玄関灯を一定時刻まで点灯するなどのルールを定める市民相互による協定。 

【エリアエネルギーマネジメント】 

建築物におけるエネルギーの需要・供給データを、情報通信技術（IT）を用いて計測・

分析・評価することにより、地域(エリア)単位でエネルギー利用の最適化を図るシステム。 

 

 

【風
かぜ

の道
みち

】 

既成市街地において、海や山からの冷涼な空気の通り道となる河川や街路の沿線一帯。 

【環 境
かんきょう

影 響
えいきょう

評価
ひょうか

】 

環境影響評価法により、事業の実施が環境に及ぼす影響について、大気環境や水環境な

どの環境を構成する要素の調査、予測及び評価を行うとともに、事業を行う際の環境保全

のための措置の検討や、措置が講じられた場合における環境影響を総合的に評価する制度。 

【区域
く い き

区分
く ぶ ん

（線引
せ ん び

き）】 

無秩序な市街化を防ぐとともに、計画的なまちづくりを進めるため、市街化をすすめ

る区域（市街化区域）と抑制する区域（市街化調整区域）に区分する制度。（都市計画法

第 7 条） 

【景観
けいかん

計画
けいかく

】 

  都市、農山漁村その他市街地又は集落を形成している地域の中で、良好な景観を保全

する必要がある区域について、景観の形成に関する事項等を定めた計画。（景観法第 8条） 

【景観
けいかん

形成
けいせい

市民
し み ん

協 定
きょうてい

】 

地域の実情に応じた都市景観の形成を図るため、都市景観の形成に必要な事項につい

て取り決めた市民相互による協定。（神戸市都市景観条例第 31 条の 2） 

【景観法
けいかんほう

】 

  都市、農山漁村等における良好な景観の形成を図るため、良好な景観の形成に関する

基本理念、住民、事業者、国等の責務、行為規制、支援の仕組み等を定めた法律。 

【環 境
かんきょう

ロードプライシング】 

並行する路線間に料金格差を設けて運転者や事業者に路線変更の動機付けを与え、都

心部や住宅地への交通流入を抑制し、環境影響の比較的少ない路線に交通を誘導するこ

とを目的とした施策。 

【急傾斜地
きゅうけいしゃち

崩壊
ほうかい

対策
たいさく

事業
じぎょう

】 

  急傾斜地の崩壊による災害から、住民等の生命を保護するため、擁壁工、排水工及び

法面工などの急傾斜地崩壊防止施設の整備等を行う事業。 
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【 協 調
きょうちょう

建
たて

替
かえ

】 

住宅等の再建において、複数の土地所有者が一体性に配慮した設計に基づいて、個別

に建替えを行う手法。 

【共 同
きょうどう

集荷
しゅうか

・配送
はいそう

システム】 

物流の合理化や、トラック交通量の削減による交通渋滞や環境の改善を目的に、複数

の企業が共同して、荷物の集荷・配送を行うシステム。 

【共 同
きょうどう

建
たて

替
かえ

】 

住宅等の再建において、効率的な土地利用を図るため、複数の権利者の土地・建物を

共同で利用して建替えを行う手法。 

【近隣
きんりん

住
じゅう

環 境
かんきょう

計画
けいかく

】 

向こう三軒両隣りなど市民にとって身近な範囲において、地域住民の合意と発意を基

本に、建築基準法の規制や緩和の柔軟な運用や住環境整備事業などによる支援を総合的

に実施することにより、地域の特性や課題に応じたきめ細かなすまい・まちづくりを行

う制度。（神戸市民の住環境等をまもりそだてる条例第 35 条の 2） 

【減災
げんさい

】  

  災害が発生した場合に起こりうる被害を最小限とどめるという考え方。 

【建築
けんちく

協 定
きょうてい

】 

将来にわたって地域の住環境を保全し、魅力ある個性的なまちづくりを進めるため、

建築基準法で定められた建築物に関する基準に加えて、住民など自らが地域の特性など

に基づく一定のルールを定めることができる協定。（神戸市民の住環境等をまもりそだて

る条例第 34 条） 

【広域
こういき

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

】 

  地震などで大規模な火災が発生した場合などに、熱や煙などから身を守るために避難

する広い屋外空間。 

【交通
こうつう

結節
けっせつ

機能
き の う

】 

鉄道の乗り継ぎ、鉄道とバスなどの乗換え、自動車から公共交通機関等への乗換えを

円滑に行うために、交通機関の集まる結節点に求められる機能。その機能強化の手法と

して、駅舎の構造改良や各種交通機関の乗降場所の適正配置、案内表示の改良等がある。 

【交通
こうつう

需要
じゅよう

マネジメント】 

自動車利用者の交通行動を変えるよう促すことにより、都市または地域レベルの道路

交通混雑を緩和する施策で、TDM（Transportation Demand Management）とも呼ばれる。

具体的な手法としては、パークアンドライド、相乗り、時差出勤などがある。 

【神戸市
こ う べ し

住
じゅう

生活
せいかつ

基本
き ほ ん

計画
けいかく

】 

市民の安心で豊かな生活を実現することを目的に、住生活基本法の趣旨をふまえ、住

まい・住まい方に関する施策の方向性等を示した計画。神戸市総合基本計画の部門別計

画。計画期間は 2011 年度から 2020 年度。 
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【神戸市
こ う べ し

都市
と し

景観
けいかん

条 例
じょうれい

】 

神戸らしい都市景観をまもり、そだて、つくるため、景観計画区域や都市景観形成地

域の指定や、届出制度、助成制度、市民活動への支援制度を定めた条例。 

【こうべバイオガス】 

 下水の処理過程で発生する消化ガスを精製して得られる濃度約 98％以上のメタンガス。

自動車燃料や都市ガスに利用している。 

【こうべまちづくり学校
がっこう

】 

こうべまちづくりセンターが「協働と参画のまちづくり」について学び、考える場と

して開催する市民向けの講座。身近なまちづくりに対する関心を高め、今後のまちづく

りを担う人材の育成を図るため、市民の幅広い層を対象に基礎講座、専修講座、特別講

座を開催している。 

【こうべまちづくりセンター】 

  神戸市都市整備公社が運営する、まちづくりに関する総合窓口。各区での復興事例や

まちづくりに関する各種制度、手法等を調査・研究し、まちづくりの人材養成やまちづ

くりコンサルタントの派遣など、広く市民のみなさんのまちづくりの支援を行う機関。 

【神戸
こ う べ

らしい眺 望
ちょうぼう

景観
けいかん

50選
せん

.10選
せん

】 

  六甲山系の山並みや、海や港を背景として展開する市街地、西北神地域の豊かな自然

と一体となった田園集落など、眺めの良い場所から広い範囲を眺めた景観（眺望景観）

を、市民や神戸を訪れた方からの応募をもとに選定。 

【コミュニティサイクル】 

従来のレンタサイクルとは異なり、複数の自転車貸出・返却拠点を設置し、どの拠点

でも貸出・返却が可能な新たな交通システム。 

 

 

【里
さと

づくり協議会
きょうぎかい

】 

人と自然との共生ゾーン内の住民及び土地所有者等で組織され、自治会などの支持及

び協力のもと集落など一定の区域を活動の区域とし、農村環境の整備等を図ることを活

動の目的とした団体。（人と自然との共生ゾーンの指定等に関する条例第 17条） 

【里
さと

づくり計画
けいかく

】 

農村環境の整備等を図ることを目的に、農業振興、環境整備、土地利用、景観の保全・

形成、市街地との交流等の項目で構成された集落の活性化計画。（人と自然との共生ゾー

ンの指定等に関する条例第 18条） 

【砂防
さ ぼ う

事業
じぎょう

】 

  河川の流域における荒廃地域の保全及び、土石流等の土砂災害から下流部にある住宅・

公共施設等を守ることを目的に、砂防えん堤、床固工群などの砂防施設の整備を行う事業。 

 

ささささ行行行行    
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【３層
そう

ネットワーク】 

歩行者の安全かつ快適な通行を確保し、回遊性・利便性の向上を図るため、地下・地

上・デッキレベルの３層において、ユニバーサルデザイン化した歩行者空間のネットワ

ークのこと。 

【暫定
ざんてい

市街化
し が い か

調 整
ちょうせい

区域
く い き

】 

市街化区域の中にあって、計画的なまちづくりを進めるには時間がかかり、無秩序な開

発が進むおそれがあるため、暫定的に市街化調整区域に編入している区域。 

【市街化
し が い か

区域
く い き

】 

すでに市街地を形成している区域や、おおむね 10 年以内に優先的かつ計画的に市街化

を促進する区域。（都市計画法第 7 条） 

【市街化
し が い か

調 整
ちょうせい

区域
く い き

】 

豊かな自然環境や農地などを守るとともに、無秩序な土地利用を防ぐため、市街化を

抑制する区域。（都市計画法第 7条） 

【市街地
し が い ち

再開発
さいかいはつ

事業
じぎょう

】 

都市再開発法に基づき、市街地の土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新

を図るために、公共施設の整備、建築物及び建築敷地の整備などを行う事業。（都市再

開発法第 2条） 

【地
じ

すべり対策
たいさく

事業
じぎょう

】 

地すべりなどによる、住宅・河川・道路等の公共施設などに対する被害を除却又は軽

減するため、排水施設、擁壁その他の地すべり防止施設などを整備する事業。 

【指定
し て い

水利
す い り

】 

  池、水そう、プールなど、消防の用に供し得る水利について、その所有者等の承諾を得て、

消防長又は消防署長が消防水利として指定することで、常時使用可能の状態にしたもの。 

【 省
しょう

エネ法
ほう

（エネルギーの使用
し よ う

の合理化
ご う り か

に関
かん

する法律
ほうりつ

）】 

  工場や建築物、機械・器具についての省エネ化を進め、効率的に使用するため、工場・

事業所のエネルギー管理の仕組みや、自動車の燃費基準や電気機器などの省エネ基準に

おけるトップランナー制度、運輸・建築分野での省エネ対策などを定めている法律。 

【人工排熱
じんこうはいねつ

】 

  工場の運転や、オフィスビルの情報機器、家庭の空調設備、自動車の利用などにより、

人工的に排出される熱のこと。 

【すまいの環 境
かんきょう

性能
せいのう

表示
ひょうじ

】 

「神戸市建築物総合環境評価制度（CASBEE 神戸）」を活用して、事業者が集合住宅や戸

建住宅の環境性能を販売広告等へ広く表示・PRできる制度。 
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【すまいるネット】 

住まい全般に関する相談やセミナーの開催などによる情報提供、普及啓発といった住

まい手の総合支援を行うため、平成 12年に神戸市が設置した「神戸市すまいの安心支援

センター」の愛称。 

【生産
せいさん

緑地
りょくち

】 

公害又は災害の防止や、農林漁業と調和した都市環境の保全など、良好な生活環境の

確保に効用があるため、計画的に保全を図る市街化区域内の農地などに定める地区。 （都

市計画法第 8 条、生産緑地法第 3 条） 

【生物
せいぶつ

多様性
たようせい

】 

森林や河川など様々な自然環境（生態系の多様性）の中で、それぞれの環境に適応し

て進化してきた多種多様な生きもの（種の多様性）が生息･生育し、同じ種の中でも地域

や個体によって異なる性質を持っている（遺伝子の多様性）こと。 

【総合
そうごう

交通
こうつう

計画
けいかく

】 

  少子超高齢化社会の進展に伴う移動困難者増加への対応や、低炭素都市を目指した環

境的に持続可能な交通体系を実現するために、公共交通を中心にして、自動車、歩行者、

自転車等をバランス良く組み合わせた交通体系の計画。 

 

 

【多自然
た し ぜ ん

川
かわ

づくり】 

河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、

河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・創出す

るために、河川管理を行うこと。  

【建物間熱
たてものかんねつ

融通
ゆうずう

】 

近接する建物の熱源を導管（配管）で接続し、互いに熱（冷水や温水、蒸気など）を

融通したり、熱源を共同利用することで、トータルの熱供給効率を向上させるシステム。 

【地域
ち い き

冷暖房
れいだんぼう

】 

一箇所又は数箇所の熱源システムで製造した冷水や温水・蒸気を、地域配管を用いて

供給区域内の複数のビルや住宅等に送り、冷房や暖房、給湯を行うシステム。 

【地区
ち く

計画
けいかく

】 

良好な都市環境の整備と保全を図るために、地域のまちづくりの目標にあわせ、道路

などの地区施設を定めたり、用途地域などで定められている建築ルールを、厳しくした

り緩和したりしながら、地域の特性に応じたルールを定めることができる制度。（都市計

画法第 12条の 5） 

【低炭素
ていたんそ

都市
と し

】 

気候に悪影響を及ぼさない水準で大気中の温室効果ガス濃度を安定させることと同時

に、生活の豊かさも実感できる都市。 

 

たたたた行行行行    
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【デザイン都市
と し

・神戸
こ う べ

】 

  住み続けたくなるまち、訪れたくなるまち、そして、持続的に発展するまちをめざし

て、文化・教育にたずさわる人々や企業だけではなく、すべての市民が、 神戸の持つ強

みを活かし、デザインによって新たな魅力を“協働と参画”で創造する都市。 

【特定
とくてい

保留
ほりゅう

区域
く い き

】 

市街化調整区域の中にあって、市総合基本計画などに位置付けがあり、計画的なまち

づくりに向けて準備を進めている区域。 

【特別
とくべつ

緑地
りょくち

保全
ほ ぜ ん

地区
ち く

】 

都市の無秩序な拡大の防止に資する緑地、都市の歴史的・文化的価値を有する緑地、

生態系に配慮したまちづくりのための動植物の生息、生育地となる緑地などの保全を図

るために定める地区。（都市計画法第 8 条） 

【特別
とくべつ

用途
よ う と

地区
ち く

】 

特定の用途の利便の増進や環境の保護などの特別な目的の実現を図るため、用途地域

を補完し、地区の特性や課題に応じて建築物の用途の規制の強化や緩和を行う地区。（都

市計画法第 9 条） 

【都市
と し

空間
くうかん

】 

  市民が暮らし、働き、学び、楽しむなど、様々な活動の場となる都市の空間の集合。 

【都市
と し

計画
けいかく

区域
く い き

の整備
せ い び

、開発
かいはつ

及
およ

び保全
ほ ぜ ん

の方針
ほうしん

】 

  地域の発展の動向や人口、産業の現状及び将来の見通し等を勘案して、長期的視野に

立った都市計画区域の将来像を明確にするとともに、その実現に向けての道筋を明らか

にするものであり、当該都市計画区域における今後の主要な都市計画の決定の方針、主

要な施設の整備方針などを定める。（都市計画法第6条の2） 

【都市
と し

計画審
けいかくしん

議会
ぎ か い

】 

  都市計画を決定する際に、市長の諮問に応じ、都市計画に関する事項について調査審

議するため、都市計画法に基づき設置する市の附属機関。（都市計画法第 77 条の 2） 

【都市
と し

構造
こうぞう

】 

  神戸全体の都市空間の骨組みとなる土地利用や交通ネットワーク、自然環境。 

【土砂
ど し ゃ

災害
さいがい

警戒
けいかい

区域
く い き

】 

  土砂災害防止法（土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律）

に基づいて、土砂災害が発生した場合に住民等の生命または、身体に危害を生ずる恐れ

があると指定された区域。（土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関す

る法律第 6条） 

【土砂
ど し ゃ

災害
さいがい

特別
とくべつ

警戒
けいかい

区域
く い き

】 

  土砂災害警戒区域において、土砂災害が発生した場合に建築物の損壊が生じ、住民等

の生命または身体に著しい危害が生じる恐れがあると指定された区域。（土砂災害警戒区

域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律第 8条） 
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【土地
と ち

区画
く か く

整理
せ い り

事業
じぎょう

】 

土地区画整理法に基づき、公共施設の整備改善及び宅地の利用の増進を図ることを目

的として行う事業。土地所有者等から、少しずつ土地を提供していただき、土地の配置

替えを行うことにより、道路、公園などの公共施設用地を整備するとともに、あわせて、

宅地の区画形状を整えることにより、土地の利用価値を高め、安全で快適な市街地を形

成する事業。（土地区画整理法第 2 条） 

【トラックフィーダー】 

ハブ港と国内内陸部荷主とを結ぶトラック輸送のこと。 

 

 

【内航
ないこう

フィーダー】 

国内港湾間を結ぶ内航コンテナ船。物流においては、コンテナを積んだトラックを運

搬し、ハブ港と地方港間を結び、国際定期航路に接続する国内輸送の役割を担う。 

【西日本
にしにほん

のゲートポート】 

西日本国内からアジア主要港へ流れている貨物を集荷する国内ハブ港としての役割を

果たしていく阪神港のこと。 

 

 

【ハザードマップ】 

  地震や洪水、土砂災害などの自然災害が発生した場合の危険箇所や避難場所を記載した地図。 

【パークアンドライド】 

  郊外の自宅から近郊の鉄道駅・バスターミナルまで自動車で出て、駐車場に駐車(パー

ク)し、そこから電車・バスなど公共交通機関を利用(ライド)する方式。 

【人
ひと

と自然
し ぜ ん

との共 生
きょうせい

ゾーン】 

良好な営農環境、生活環境及び自然環境の整備、保全及び活用を行うとともに、農業

の振興、農村の活性化、農村を魅力あるものにすること及び農村における市民相互のふ

れあいを進めるべき区域。（人と自然との共生ゾーンの指定等に関する条例第 7 条） 

【風致
ふ う ち

地区
ち く

】 

都市において水や緑などの自然的な要素に富み、良好な自然的景観を形成している区

域のうち、土地利用計画上、都市環境の保全を図るために風致の維持が必要な地区。（都

市計画法第 8 条） 

【ふれあい市民
し み ん

緑地
りょくち

】 

神戸市市民公園条例に基づく市民公園の一つであり、市街地やその周辺にある樹林な

どにおいて、土地所有者の協力のもとに、市民団体が里山の保全活動を行うことで、適

切な維持管理を図ると共に、市民が身近な自然とふれあえる緑地。 

なななな行行行行    

はははは行行行行    
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【防火
ぼ う か

地域
ち い き

・準防火
じゅんぼうか

地域
ち い き

】 

市街地における火災の危険を防除するため、建築物を構造などの面から規制する地域。

（都市計画法第 9 条） 

【防災
ぼうさい

公園
こうえん

】 

緊急時に地域住民の消防救護活動の拠点として機能する一次避難場所や、復旧・復興の防

災拠点として活用できるように、耐震性防火水槽や備蓄倉庫、雨水や井戸水の活用、ソーラ

ーシステムの導入など災害時に活用できる施設を設置し、防災機能の強化を図った公園。 

【防災
ぼうさい

総合
そうごう

拠点
きょてん

】 

  区役所を中心として区単位の総合的な防災活動を担う拠点。 

【防災
ぼうさい

中 枢
ちゅうすう

拠点
きょてん

】 

  市役所を中心として市の中枢的な防災活動を担う拠点。 

【防災
ぼうさい

福祉
ふ く し

コミュニティ】 

阪神・淡路大震災を教訓に、市民及び事業者が主体となり、強い連帯感の下に地域で

一体となって、安全及び安心を確保するための防災活動と福祉活動を行う自主防災組織。

概ね小学校地区を基本に結成され、平常時から積極的に活動している。 

【防砂
ぼ う さ

の施設
し せ つ

】 

砂防えん堤を中心とする渓流工事や、山腹工として砂防樹林帯の保全・育成により、

土砂災害を防止する都市施設。（都市計画法施行令第 5 条） 

 

 

【まちづくり協議会
きょうぎかい

】 

まちづくり提案の策定、まちづくり協定の締結などにより、地区の住み良いまちづく

りを推進することを目的として地域のみなさんが設置する協議会。まちづくり条例に基

づき市長が認定することができる。（神戸市地区計画及びまちづくり協定等に関する条例

第 4 条） 

【まちづくり協 定
きょうてい

】 

地域のみなさんの参加による住み良いまちづくりを推進するため、各地域のまちづく

り協議会が、まちの将来像や方針などをまとめ、そのうち特にルールとして決めておく

ことが必要な事項について市長との間で結ぶ協定。（神戸市地区計画及びまちづくり協定

等に関する条例第 9条） 

【まちづくり条 例
じょうれい

（神戸市
こ う べ し

地区
ち く

計画
けいかく

及
およ

びまちづくり協 定
きょうてい

等
とう

に関
かん

する条 例
じょうれい

）】 

地域のみなさんの参加による住み良いまちづくりを推進するため、地区計画等の作成

手続きに関することや、まちづくり提案、まちづくり協定等に関することを定めた条例。 

【まちの美
み

緑
りょく

花
か

ボランティア】 

  公園などの身近な公共空間を愛着を持ってお世話していただくことにより、まちの美

化と地域コミュニティの形成を促進することを目的に、市民のみなさんによって結成さ

れるボランティア団体。 

まままま行行行行    
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【 緑
みどり

のカーテンプロジェクト】 

  ゴーヤやアサガオなど蔓性植物を窓側に繁茂させることにより日陰を生み出し、室温

を下げることでエアコンの使用を減らし、地球温暖化の原因となる CO2 排出量を削減し

ようとする取り組み。 

【みどりの聖域
せいいき

】 

豊かで多様性に富んだ緑地環境の保全と活用の調和を図るため、市街化調整区域内の緑

について、重要度評価に基づいて「緑地の保存区域」「緑地の保全区域」「緑地の育成区域」

に区分して指定した区域の総称。（緑地の保全、育成及び市民利用に関する条例） 

 

 

【用途
よ う と

地域
ち い き

】 

建築物が無秩序に混在することを防ぐため、住居、商業、工業など市街地の大枠とし

ての土地利用を定めた、第一種低層住居専用地域など 12 種類の地域。用途地域ごとに、

適用する建築物の容積率、建ぺい率などを合わせて都市計画に定める。（都市計画法第 8

条、第 9 条） 

 

 

【緑地
りょくち

保全
ほ ぜ ん

配慮
はいりょ

地区
ち く

】 

緑が大切であるという価値観を地域住民と共有するとともに、幅広く面的に緑をまも

り育てるため、良好な緑がつくり出されている住宅地や、風致地区及びその周辺のよう

に社寺林・屋敷林などの緑が数多く集まったエリアを対象に指定する緑地保全に配慮す

べき地区。（都市緑地法第 4 条） 

【六甲
ろっこう

山系
さんけい

グリーンベルト整備
せ い び

事業
じぎょう

】 

  六甲山系山麓部において、土砂災害に対する安全性を高めるとともに緑豊かな都市環

境と景観を保全・創出することを目的に、市街地に隣接する山麓斜面を公有地化した上

で整備し、一連の樹林帯=グリーンベルトの形成を図る事業。 

 

 

【わがまち空間
くうかん

計画
けいかく

】 

  地域のみなさんがわがまちの将来像とその実現に向けた具体的な取り組み方針をまと

めた「わがまち空間構想」をもとに、市が都市計画マスタープランに位置づける地域ご

との空間計画。 

らららら行行行行    

やややや行行行行    

わわわわ行行行行    


